








明
治
の
世
に
入
っ
て
、
津
経
藩
の
各
村
か
ら
の
財
役
人
夫
の
割
当
も
殆
ど
無
く
な

り
健
全
な
若
者
が
ど
こ
の
部
藩
に
も
溢
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
九
州
鹿
児
島
で
戦
争
が
始
ま
り
、
嘉
瀬
の
部
落
に
も
鮒
重
の
役
割

で
、
戦
争
参
加
者
が
一
人
割
当
さ
れ
た
。

戦
死
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
遠
い
薩
摩
の
国
と
い
う
こ
と
は
、

津
軽
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
未
知
国
の
旅
出
だ
っ
た
。

屈
強
な
若
者
数
十
人
は
日
本
海
岸
鰺
ヶ
沢
港
に
集
結
さ
れ
、
船
で
転
々
海
の
旅
を

続
け
大
坂
に
着
い
た
時
は
、
世
に
い
う
西
南
の
役
は
終
わ
っ
て
い
た
。

嘉
瀬
出
身
鳴
海
永
八
の
武
勇
伝
を
き
く
こ
と
が
出
来
な
い
が
出
征
兵
士
第
一
号
は

鳴
海
永
八
そ
の
人
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
戸
長
役
場
が
出
来
、
戸
籍
、
兵
事
、
学
事
、
税
務
、
庶
務
と
、
各

村
々
に
一
戸
の
行
政
体
形
が
整
い
、
徴
兵
制
度
が
施
か
れ
、
二
十
一
才
の
、
壯
丁
が

身
体
検
査
の
上
、
甲
種
、
乙
種
、
丙
種
と
分
別
さ
れ
、
甲
種
合
格
者
が
晴
れ
て
兵
営

の
門
を
く
ぐ
る
富
国
強
兵
の
時
代
が
や
っ
て
来
た
。

明
治
二
十
七
年
令
二
十
八
年
は
今
の
中
国
、
支
那
を
相
手
の
戦
争
に
幾
人
か
の
強

嘉
瀬
百
年
の
流
れ

健
な
若
者
が
祖
国
を
離
れ
て
支
那
大
陸
に
渡
っ
た
。

戦
争
は
連
戦
連
勝
の
う
ち
に
日
本
の
勝
利
で
終
っ
た
。

十
年
経
っ
て
今
度
は
ロ
シ
ア
と
い
う
強
大
な
国
と
戦
火
を
交
え
る
こ
と
に
な
り
、

嘉
瀬
か
ら
も
十
数
人
の
出
征
兵
士
が
故
郷
を
離
れ
て
行
っ
た
。

小
栗
崎
棟
方
万
九
郎
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
敵
地
で
負
傷
し
、
捕
虜
と
な
り
、
戦

争
集
結
と
な
っ
て
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
を
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
ド
イ
ツ
国
ハ
ソ
プ
ル
グ
港
か

ら
船
で
日
本
に
送
還
さ
れ
た
が
当
時
の
日
本
人
に
は
不
名
誉
極
は
ま
り
な
事
柄
で
、

故
郷
嘉
瀬
に
帰
っ
て
か
ら
は
全
く
無
口
な
人
と
な
り
、
日
露
戦
争
参
加
の
兵
士
と
し

て
は
全
く
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
、
本
人
も
戦
争
の
話
な
ど
語
ろ
う
と
も
し
な
か
っ

た
、
老
境
に
入
っ
て
部
落
財
産
区
の
議
員
に
推
さ
れ
て
村
役
場
に
出
入
り
す
る
時
に

な
っ
て
年
若
い
役
場
の
戸
籍
係
と
親
し
く
な
り
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
Ⅱ
露
戦
争
物
語
り

を
す
る
様
に
な
っ
た
。

銃
弾
で
う
た
れ
、
意
識
不
明
の
時
ロ
シ
ア
兵
に
発
見
さ
れ
、
後
方
野
戦
病
院
に
運

ば
れ
、
手
厚
い
看
護
を
受
け
、
歩
行
出
来
る
様
に
な
っ
た
時
の
心
境
の
変
化
な
ど
、

日
本
の
軍
隊
で
受
け
た
教
育
か
ら
す
れ
ば
、
舌
を
か
み
切
っ
て
死
ん
で
な
け
れ
ば
な
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況
裡
に
終
っ
た
。

知
り
、
翌
日
も
ロ
ー
ソ
ク
の
ゲ
ッ
・
フ
が
出
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
笑
い
話
も
あ
る
。

嘉
瀬
役
場
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
沢
田
酉
之
助
も
奇
人
の
一
人
で
あ
る
。

農
機
具
等
は
す
べ
て
自
分
考
案
の
も
の
を
使
用
し
部
屋
を
覗
く
と
炉
端
に
ヰ
モ
リ
、

シ
ラ
ケ
虫
、
蛙
等
を
串
刺
に
し
て
焼
い
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
他
馬
の
仙
捕
腹
病
を
ピ
タ
リ
と
と
め
た
獣
医
は
だ
し
の
小
栗
崎
の
松
川
勘
九

郎
、
馬
の
尻
尾
に
つ
か
ま
っ
て
厩
に
か
く
れ
て
い
た
河
瀧
を
助
け
て
や
っ
た
御
恩
返

し
に
蜷
骨
術
を
伝
授
さ
れ
た
鳴
海
万
次
郎
の
伝
説
。

部
落
郷
倉
破
轆
件
で
青
森
県
内
舛
察
官
を
動
員
さ
せ
た
食
繩
分
配
の
大
騒
動
。

人
生
の
大
半
を
献
中
で
過
ご
し
北
海
道
網
走
爵
外
地
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
吉

崎
盟
常
、
津
軽
鉄
道
を
酒
の
勢
い
で
ス
ト
ッ
。
フ
さ
せ
－
ヶ
月
位
の
重
傷
で
済
ん
だ
伊

藤
勉
吉
、
一
頁
二
頁
で
僻
き
尽
せ
な
い
伝
記
の
人
が
斑
瀬
百
年
の
流
れ
に
漂
っ
て
い

ス
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民
謡
、
歌
手
、
踊
り
手
に
至
っ
て
は
数
え
切
れ
な
い
程
の
名
手
、
達
人
が
明
治
の

終
り
か
ら
、
大
正
、
昭
和
の
年
代
に
亘
っ
て
樅
出
し
て
い
る
。

奴
踊
り
唄
い
手
と
し
て
は
弥
四
郎
辰
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
弥
四
郎
辰
の
分
家

弥
次
郎
妻
カ
ネ
コ
、
眼
の
元
祖
と
柵
さ
れ
た
黒
川
桃
太
郎
も
及
ば
な
か
っ
た
名
手
中

村
喫
作
こ
と
イ
シ
ア
ニ
喫
作
、
津
軽
唄
会
で
は
い
つ
も
般
高
賞
で
黒
川
桃
太
郎
は
そ

の
次
の
貧
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
何
れ
も
嘉
瀬
出
身
で
あ
っ
た
。

桃
は
つ
い
に
意
を
決
し
、
酪
瀬
で
唄
を
歌
っ
て
い
て
も
、
又
イ
シ
ァ
’
一
嬰
作
が
他

在
で
あ
る
限
り
、
自
分
の
妓
尚
は
無
い
と
思
い
、
北
海
道
に
渡
り
、
放
浪
十
数
年
北

海
道
で
津
軽
民
謡
の
名
を
尚
め
漂
瀬
の
モ
モ
と
な
っ
て
睦
川
森
に
州
り
、
昭
和
七
年
に

は
生
ま
れ
故
郷
の
廃
瀬
で
三
日
間
斉
藤
直
術
劇
場
で
唄
会
を
催
し
、
大
入
満
員
の
磯

「
天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
も
人
の
和
に
し
か
ず
」
と
は
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。
天
の
与
え
る
機
会
は
平
等
で
あ
る
が
、
低
温
の
年
に
も

よ
く
稔
る
ｔ
地
が
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
地
の
利
が
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

農
業
は
、
腱
民
に
と
っ
て
生
命
線
で
あ
る
。
し
か
も
農
業
は
そ
の
年
の
気
候
風

上
に
左
右
さ
れ
易
い
。

異
常
な
冷
害
年
を
多
く
経
験
し
て
き
た
農
民
は
、
妊
年
毎
年
の
経
験
を
大
束
に

つ
み
弦
ね
、
こ
れ
を
記
録
し
残
し
て
い
る
。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
年
）
南
津
軽
郡
川
舎
館
お
豪
農
中
村
喜
時
が
編
集
し
た

「
耕
作
噺
」
は
、
八
幡
神
社
に
村
人
が
寄
り
合
い
、
酒
を
く
み
交
し
な
が
ら
耕
作

談
義
の
花
を
咲
か
せ
た
。
小
作
人
五
十
七
人
の
述
記
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

藩
政
時
代
の
飢
鮭
と
い
い
ば
、
元
和
期
、
元
禄
期
、
宝
暦
期
、
天
明
期
、
天
保

期
の
五
大
凶
作
が
あ
げ
ら
れ
る
。

中
で
も
天
明
二
年
二
七
八
二
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
天
明
の
飢
鐘
は
、
三
年
、

四
年
、
五
年
、
六
年
と
五
年
間
冷
夏
が
続
い
た
。

そ
の
天
明
二
年
の
天
気
図
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
再
現
し
た
。
春
か
ら
秋
へ
直

そ
し
て
そ
の
翌
年
青
森
市
の
劇
場
災
の
小
部
歴
で
淋
し
い
生
涯
を
閉
じ
た
。

「
干
支
」
と
気
象

十
三
年
周
期
に
冷
夏
は
く
る
か

要
作
、
桃
の
居
な
い
嘉
瀬
の
民
謡
を
支
え
た
の
は
、
小
栗
崎
の
松
川
係
作
、
小
山

内
漫
遊
、
木
村
治
一
郎
、
鎌
田
稲
辰
、
鎌
田
稲
一
、
小
松
一
声
、
津
川
半
蔵
、
蹄
り

手
と
し
て
は
山
兵
別
家
の
山
中
要
吉
、
斉
藤
直
衛
、
斉
藤
由
八
、
吉
崎
正
光
か
つ
て

隣
町
の
八
源
津
島
文
治
が
衆
議
院
の
選
挙
浪
説
で
「
品
は
質
に
変
ず
る
」
と
題
し
て

嘉
瀬
の
民
謡
を
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
「
私
の
隣
り
村
に
嘉
瀬
と
い
う
部
藩
が

あ
る
が
、
こ
こ
の
部
落
は
こ
ぞ
っ
て
民
謡
愛
好
家
が
多
く
部
落
に
唄
会
が
あ
る
と
劇

場
は
い
つ
も
満
員
、
県
下
、
民
謡
大
会
で
三
年
連
続
優
勝
し
た
鎌
田
稲
一
も
こ
こ
の

出
身
で
あ
り
、
鎌
田
に
つ
ぐ
唄
い
手
は
ま
だ
続
々
と
控
え
て
い
る
の
で
す
。
」

こ
れ
は
正
に
趾
は
質
に
変
ず
る
よ
い
例
で
な
い
か
と
話
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

津
軽
三
味
線
に
至
っ
て
は
嘉
瀬
こ
そ
原
点
で
あ
り
、
神
原
の
仁
太
郎
、
白
川
軍
八

郎
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
仁
太
郎
に
三
味
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
人
は
嘉
瀬
の
鎌
川
松

四
郎
の
父
親
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
謀
き
絞
っ
て
見
る
と
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
人
名
が
浮
か
ん
で
く
る
。

い
つ
の
頃
だ
っ
た
か
「
か
た
り
べ
」
に
嘉
瀬
人
名
録
と
、
斑
瀬
水
利
史
を
投
稿
し

た
こ
と
が
あ
る
。
編
集
子
の
都
合
で
掲
城
出
来
な
か
っ
た
が
、
今
そ
の
原
稿
は
見
当

た
ら
な
い
。

思
い
出
す
ま
ま
に
、
』

が
百
年
の
流
れ
で
あ
る
。

通
し
た
夏
の
な
い
年
で
あ
っ
た
。
稲
は
青
立
ち
の
ま
ま
結
実
せ
ず
、
嘉
瀬
地
区
の

三
分
の
一
が
皆
無
作
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昨
年
平
成
五
年
、
天
明
の
飢
鰹
以
来
の
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
低
温

と
天
候
不
順
の
為
で
あ
っ
た
。
金
木
町
の
作
況
指
数
は
十
七
、
十
ａ
当
り
収
稚
埜

一
○
六
町
、
前
年
に
く
ら
べ
五
一
九
胸
の
減
収
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
昔
か
ら
天
候
不
順
は
周
期
的
に
や
っ
て
き
て
、
腱
作
物
に
被
害
を

与
え
て
い
る
。

・
え
，
こ

古
来
よ
り
「
そ
の
年
の
豊
凶
作
は
「
干
支
」
に
よ
っ
て
占
っ
て
き
た
」
と
い
わ

れ
る
。

、
え
，
こ

「
干
支
」
と
気
象
は
関
係
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
向
然
現
象
は
周
期
的

に
変
っ
て
や
っ
て
く
る
。

き
の
え
ね

み
ず
の
と
と
う

一
五
六
四
年
永
禄
七
年
甲
子
か
ら
一
九
九
三
年
平
成
五
年
癸
西
ま
で
「
干
支
」

に
よ
る
豊
凶
年
を
調
べ
周
期
的
に
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
調
べ
て
み
る
。

え
と

古
来
よ
り
「
干
支
」
に
よ
る
豊
凶
年
は
、

、
ｊ
ノ
み
ど
し

。
「
巳
年
は
凶
作
が
多
い
」

水
が
流
れ
る
様
に
嘉
瀬
の
百
年
の
歳
月
を
た
ど
っ

木

村

治

利 て
見
た
の
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